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(57)【要約】
【課題】器具や食器等の洗浄対象物の洗浄において、水
の使用量を低減することができる洗浄装置および洗浄方
法を提供する。
【解決手段】液体を用いて洗浄対象物を洗浄する洗浄装
置であって、液体として、少なくとも（１）（ｃ）アル
カリ水と（ｂ）純水との組み合わせ、（２）（ｃ）アル
カリ水と（ａ）硬度成分含有水と（ｂ）純水との組み合
わせ、（３）（ｃ）アルカリ水と（ｄ）界面活性剤含有
水と（ａ）硬度成分含有水と（ｂ）純水との組み合わせ
のうちの少なくとも１つの組み合わせを用いる洗浄装置
１である。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体を用いて洗浄対象物を洗浄する洗浄装置であって、
　前記液体として、少なくとも（１）アルカリ水と純水との組み合わせ、（２）アルカリ
水と硬度成分含有水と純水との組み合わせ、（３）アルカリ水と界面活性剤含有水と硬度
成分含有水と純水との組み合わせのうちの少なくとも１つの組み合わせを用いることを特
徴とする洗浄装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の洗浄装置であって、
　前記洗浄対象物に油分が付着しており、前記洗浄対象物の油分の付着度合いに応じて、
用いる液体の前記組み合わせを選択し、前記組み合わせ内の洗浄順序を切り替えることを
特徴とする洗浄装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の洗浄装置であって、
　前記洗浄対象物の油分の付着度合いを測定するための、洗浄排液のＵＶ酸化後の導電率
を測定する導電率測定手段を備えることを特徴とする洗浄装置。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載の洗浄装置であって、
　前記液体として前記（２）または（３）の組み合わせを用いる場合、前記硬度成分含有
水として、逆浸透膜装置の濃縮水を含む水を用いることを特徴とする洗浄装置。
【請求項５】
　液体を用いて洗浄対象物を洗浄する洗浄方法であって、
　前記液体として、少なくとも（１）アルカリ水と純水との組み合わせ、（２）アルカリ
水と硬度成分含有水と純水との組み合わせ、（３）アルカリ水と界面活性剤含有水と硬度
成分含有水と純水との組み合わせのうちの少なくとも１つの組み合わせを用いることを特
徴とする洗浄方法。
【請求項６】
　請求項５に記載の洗浄方法であって、
　前記洗浄対象物に油分が付着しており、前記洗浄対象物の油分の付着度合いに応じて、
用いる液体の前記組み合わせを選択し、前記組み合わせ内の洗浄順序を切り替えることを
特徴とする洗浄方法。
【請求項７】
　請求項６に記載の洗浄方法であって、
　前記洗浄対象物の油分の付着度合いを測定するために、洗浄排液のＵＶ酸化後の導電率
を測定することを特徴とする洗浄方法。
【請求項８】
　請求項５～７のいずれか１項に記載の洗浄方法であって、
　前記液体として前記（２）または（３）の組み合わせを用いる場合、前記硬度成分含有
水として、逆浸透膜装置の濃縮水を含む水を用いることを特徴とする洗浄方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、器具、食器等の洗浄対象物を洗浄するための洗浄装置および洗浄方法に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　実験器具等の器具や食器等を自動で洗浄する自動洗浄装置において、通常、界面活性剤
を含む中性洗剤等の洗剤を用いる。特に油分等が付着した器具や食器等の洗浄には、界面
活性剤の使用が不可欠である。
【０００３】
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　洗浄に界面活性剤を用いた場合、界面活性剤を洗い流すためにすすぎ水によってすすぐ
必要がある。すすぎには、すすぎ水の硬度や温度等によっても異なるが、界面活性剤を用
いない場合の数倍の水量を必要とし、その分、排水量も増えることになる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第６２３６３４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、器具や食器等の洗浄対象物の洗浄において、水の使用量を低減するこ
とができる洗浄装置および洗浄方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、液体を用いて洗浄対象物を洗浄する洗浄装置であって、前記液体として、少
なくとも（１）アルカリ水と純水との組み合わせ、（２）アルカリ水と硬度成分含有水と
純水との組み合わせ、（３）アルカリ水と界面活性剤含有水と硬度成分含有水と純水との
組み合わせのうちの少なくとも１つの組み合わせを用いる、洗浄装置である。
【０００７】
　前記洗浄装置において、前記洗浄対象物に油分が付着しており、前記洗浄対象物の油分
の付着度合いに応じて、用いる液体の前記組み合わせを選択し、前記組み合わせ内の洗浄
順序を切り替えることが好ましい。
【０００８】
　前記洗浄装置において、前記洗浄対象物の油分の付着度合いを測定するための、洗浄排
液のＵＶ酸化後の導電率を測定する導電率測定手段を備えることが好ましい。
【０００９】
　前記洗浄装置において、前記液体として前記（２）または（３）の組み合わせを用いる
場合、前記硬度成分含有水として、逆浸透膜装置の濃縮水を含む水を用いることが好まし
い。
【００１０】
　また本発明は、液体を用いて洗浄対象物を洗浄する洗浄方法であって、前記液体として
、少なくとも（１）アルカリ水と純水との組み合わせ、（２）アルカリ水と硬度成分含有
水と純水との組み合わせ、（３）アルカリ水と界面活性剤含有水と硬度成分含有水と純水
との組み合わせのうちの少なくとも１つの組み合わせを用いる、洗浄方法である。
【００１１】
　前記洗浄方法において、前記洗浄対象物に油分が付着しており、前記洗浄対象物の油分
の付着度合いに応じて、用いる液体の前記組み合わせを選択し、前記組み合わせ内の洗浄
順序を切り替えることが好ましい。
【００１２】
　前記洗浄方法において、前記洗浄対象物の油分の付着度合いを測定するために、洗浄排
液のＵＶ酸化後の導電率を測定することが好ましい。
【００１３】
　前記洗浄方法において、前記液体として前記（２）または（３）の組み合わせを用いる
場合、前記硬度成分含有水として、逆浸透膜装置の濃縮水を含む水を用いることが好まし
い。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明では、器具や食器等の洗浄対象物の洗浄において、水の使用量を低減することが
できる。
【図面の簡単な説明】
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【００１５】
【図１】本発明の実施形態に係る洗浄装置の一例を示す概略構成図である。
【図２】本発明の実施形態に係る洗浄装置の他の例を示す概略構成図である。
【図３】比較例で用いた従来の洗浄装置を示す概略構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　本発明の実施の形態について以下説明する。本実施形態は本発明を実施する一例であっ
て、本発明は本実施形態に限定されるものではない。
【００１７】
　本発明の実施形態に係る洗浄装置は、液体を用いて洗浄対象物を洗浄する洗浄装置であ
り、液体として、少なくとも（１）アルカリ水と純水との組み合わせ、（２）アルカリ水
と硬度成分含有水と純水との組み合わせ、（３）アルカリ水と界面活性剤含有水と硬度成
分含有水と純水との組み合わせのうちの少なくとも１つの組み合わせを用いる。
【００１８】
　本実施形態に係る洗浄装置の一例の概略を図１に示し、その構成について説明する。
【００１９】
　図１の洗浄装置１は、少なくとも１つの洗浄対象物６８を収容する密閉可能な洗浄槽１
０を備える。洗浄槽１０には、洗浄用の液体を噴射する少なくとも１つの洗浄ノズルが設
けられており、例えば、洗浄槽１０の下部に設けられた少なくとも１つの洗浄ノズル５８
と、洗浄槽１０の上部に設けられた少なくとも１つの洗浄ノズル６０と、を備える。
【００２０】
　洗浄槽１０の液体下部入口には、液体供給配管４６がポンプ１６、バルブ２８を介して
接続されている。液体供給配管４６は、配管６２と連通し、配管６２には、少なくとも１
つの洗浄ノズル５８が接続されている。洗浄槽１０の液体上部入口には、液体供給配管４
６におけるポンプ１６とバルブ２８との間から分岐された液体供給配管５０がバルブ３２
を介して接続されている。液体供給配管５０は、配管６４と連通し、配管６４には、少な
くとも１つの洗浄ノズル６０が接続されている。
【００２１】
　液体供給配管４６には、（ａ）硬度成分含有水を供給するための配管３６がバルブ１８
を介して接続され、（ｂ）純水を供給するための配管３８がバルブ２０を介して接続され
、（ｃ）アルカリ水を供給するための配管４０がバルブ２２を介して接続され、（ｄ）界
面活性剤含有水を供給するための配管４２がバルブ２４を介して接続されている。液体供
給配管４６には、（ｅ）酸性水を供給するための配管４４がバルブ２６を介して接続され
ていてもよい。
【００２２】
　洗浄槽１０の循環液出口と、液体供給配管４６における配管４４の接続点とポンプ１６
との間とは、バルブ３０を介して循環配管４８により接続されている。洗浄槽１０の洗浄
排液出口には、洗浄排液配管５２がバルブ３４を介して接続されている。洗浄排液配管５
２におけるバルブ３４の上流側には、洗浄対象物の油分の付着度合いを測定するための油
分付着度合い測定手段として、油分付着度合い測定装置１２が設置されている。
【００２３】
　洗浄槽１０の気体入口には、気体供給配管５４がフィルタ１４を介して接続されている
。洗浄槽１０の気体出口には、排気配管５６が接続されている。
【００２４】
　油分付着度合い測定装置１２、バルブ１８，２０，２２，２４，２６は、制御部７０と
電気的接続等により接続されている。
【００２５】
　本実施形態に係る洗浄方法および洗浄装置１の動作について説明する。
【００２６】
　洗浄装置１の洗浄槽１０の内部には、少なくとも１つの洗浄対象物６８が収容される。
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洗浄対象物６８は、例えば、洗浄槽１０の内部に設置された架台６６の上に収容される。
架台６６は、例えば、液体や気体が通過可能な樹脂製、金属製等の網状のものである。
【００２７】
　バルブ１８，２０，２２，２４，２６のうちの１つが開状態とされ、バルブ２８，３２
が開状態、バルブ３０，３４が閉状態とされ、ポンプ１６が起動されて、洗浄用の液体と
して、（ａ）硬度成分含有水、（ｂ）純水、（ｃ）アルカリ水、（ｄ）界面活性剤含有水
、（ｅ）酸性水のうちのいずれかが、液体供給配管４６、配管６２を通して洗浄ノズル５
８から、および、液体供給配管４６、液体供給配管５０、配管６４を通して洗浄ノズル６
０から、洗浄槽１０の内部に収容された洗浄対象物６８に当たるように所定の時間、噴射
され、洗浄対象物６８の洗浄が行われる（洗浄工程）。
【００２８】
　ここで、洗浄工程では、洗浄用の液体として、少なくとも（１）（ｃ）アルカリ水と（
ｂ）純水との組み合わせ、（２）（ｃ）アルカリ水と（ａ）硬度成分含有水と（ｂ）純水
との組み合わせ、（３）（ｃ）アルカリ水と（ｄ）界面活性剤含有水と（ａ）硬度成分含
有水と（ｂ）純水との組み合わせのうちの少なくとも１つの組み合わせが用いられる。
【００２９】
　（１）（ｃ）アルカリ水と（ｂ）純水との組み合わせの場合、例えば、付着物を除去す
る効果の高い（ｃ）アルカリ水による洗浄が行われた後、すすぎとして（ｂ）純水による
洗浄が行われる。
【００３０】
　（２）（ｃ）アルカリ水と（ａ）硬度成分含有水と（ｂ）純水との組み合わせの場合、
例えば、付着物を除去する効果の高い（ｃ）アルカリ水による洗浄が行われた後、（ａ）
硬度成分含有水による洗浄が行われ、最後にすすぎとして（ｂ）純水による洗浄が行われ
る。
【００３１】
　（３）（ｃ）アルカリ水と（ｄ）界面活性剤含有水と（ａ）硬度成分含有水と（ｂ）純
水との組み合わせの場合、例えば、付着物を除去する効果の高い（ｃ）アルカリ水による
洗浄が行われた後、（ｄ）界面活性剤含有水による洗浄が行われ、次に（ａ）硬度成分含
有水による洗浄が行われ、最後にすすぎとして（ｂ）純水による洗浄が行われる。（ｄ）
界面活性剤含有水による洗浄が行われた後は、界面活性剤を除去する効果が高い（ａ）硬
度成分含有水による洗浄が行われることが好ましい。
【００３２】
　本実施形態に係る洗浄方法および洗浄装置では、液体として、上記（１），（２），（
３）のうちの少なくとも１つの組み合わせが用いられることにより、特にアルカリ水によ
る洗浄効果が高いことから、器具や食器等の洗浄対象物の洗浄において水の使用量を低減
することができる。また、界面活性剤の使用量を低減することができ、洗浄排水量を低減
することができる。
【００３３】
　洗浄工程において、所定の量の液体による洗浄が行われた後、バルブ１８，２０，２２
，２４，２６が閉状態とされ、バルブ３０が開状態とされ、洗浄用の液体が循環配管４８
、液体供給配管４６を通して、および循環配管４８、液体供給配管４６、液体供給配管５
０を通して、循環されて、洗浄が行われてもよい。特に、（ｂ）純水等によるすすぎ洗浄
において循環洗浄が行われると、水の使用量をより低減することができる。
【００３４】
　洗浄工程の終了後、ポンプ１６が停止されて、バルブ１８，２０，２２，２４，２６が
閉状態とされ、バルブ２８，３０，３２が閉状態、バルブ３４が開状態とされ、洗浄排液
が洗浄排液配管５２を通して排出される（洗浄排液排出工程）。
【００３５】
　洗浄排液排出工程の終了後、バルブ１８，２０，２２，２４，２６，２８，３０，３２
，３４が閉状態とされ、乾燥用の気体が気体供給配管５４を通して洗浄槽１０の内部に所
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定の時間、供給され、排気配管５６を通して排気されることにより、洗浄対象物６８の乾
燥が行われる（乾燥工程）。乾燥用の気体は、洗浄後の洗浄対象物の汚染抑制のため、フ
ィルタ１４を通して気体中のゴミ、塵埃等が除去されてから供給されることが好ましい。
【００３６】
　洗浄対象物６８は、水で洗浄可能であるものであればよく、特に制限はない。洗浄対象
物６８としては、例えば、ガラス、陶器、樹脂、金属、ホーロー製等の、実験器具等の器
具、食器、弁類、配管継手類等が挙げられる。
【００３７】
　本実施形態に係る洗浄方法および洗浄装置では、洗浄対象物６８が油分が付着したもの
である場合に、好適に適用される。特に、洗浄用の液体としてアルカル水を用いることに
より、少ない水の使用量で付着した油分を除去することができる。
【００３８】
　洗浄対象物に油分が付着している場合、洗浄対象物の油分の付着度合いに応じて、用い
る液体の上記（１），（２），（３）の組み合わせのうちの少なくとも１つの組み合わせ
を選択し、上記（１），（２），（３）の組み合わせ内の洗浄順序を切り替えることが好
ましい。
【００３９】
　洗浄対象物に油分が付着している場合、例えば、少量の（ａ）硬度成分含有水、（ｂ）
純水、（ｃ）アルカリ水、（ｄ）界面活性剤含有水、（ｅ）酸性水のうちの少なくとも１
つ、好ましくは少量の（ｃ）アルカリ水で洗浄を行い、その洗浄排液について、洗浄排液
配管５２に設置された油分付着度合い測定装置１２により、洗浄排液の油分が測定され、
洗浄対象物に付着した油分が測定される（油分測定工程）。油分付着度合い測定装置１２
により測定された洗浄対象物の油分の付着度合いに応じて、用いる液体の上記（１），（
２），（３）の組み合わせのうちの少なくとも１つの組み合わせを選択し、上記（１），
（２），（３）の組み合わせ内の洗浄順序を切り替えればよい。例えば、油分付着度合い
測定装置１２により測定された洗浄対象物の油分の付着度合いに応じて、制御部７０によ
り、バルブ１８，２０，２２，２４，２６の開閉、開度等が制御され、用いる液体の上記
（１），（２），（３）の組み合わせが選択され、上記（１），（２），（３）の組み合
わせ内の洗浄順序が切り替えられればよい。
【００４０】
　洗浄対象物の油分の付着度合いを測定するための油分付着度合い測定手段としては、洗
浄排液のＵＶ酸化後の導電率を測定する導電率測定装置や、ｐＨ測定装置、乳化濁度測定
装置等が挙げられる。これらのうち、分解能、経済性等の点から、ＵＶ酸化後の導電率を
測定する導電率測定装置が好ましい。この導電率測定装置は、洗浄排液に例えば１８５ｎ
ｍの紫外線を含むＵＶ照射によって油分等の有機物の光酸化を行った後に導電率を測定す
る装置である。なお、油分の測定方法としては乳化濁度測定法もあるが、検出下限値が高
いため低濃度の油分の測定には適さない場合がある。
【００４１】
　例えば、油分の付着量が比較的多い場合（例えば、洗浄排液の導電率が１０μＳ／ｃｍ
以上の場合）には、（３）（ｃ）アルカリ水と（ｄ）界面活性剤含有水と（ａ）硬度成分
含有水と（ｂ）純水との組み合わせが選択され、付着物を除去する効果の高い（ｃ）アル
カリ水による洗浄が行われた後、（ｄ）界面活性剤含有水による洗浄が行われ、次に（ａ
）硬度成分含有水による洗浄が行われ、最後にすすぎとして（ｂ）純水による洗浄が行わ
れる。
【００４２】
　例えば、油分の付着量が比較的少ない場合（例えば、洗浄排液の導電率が１０μＳ／ｃ
ｍ未満の場合）には、（１）（ｃ）アルカリ水と（ｂ）純水との組み合わせが選択され、
（ｃ）アルカリ水による洗浄が行われた後、すすぎとして（ｂ）純水による洗浄が行われ
る。または、（２）（ｃ）アルカリ水と（ａ）硬度成分含有水と（ｂ）純水との組み合わ
せが選択され、（ｃ）アルカリ水による洗浄が行われた後、（ａ）硬度成分含有水による
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洗浄が行われ、最後にすすぎとして（ｂ）純水による洗浄が行われる。
【００４３】
　洗浄工程の終了後、例えば、少量の（ａ）硬度成分含有水、（ｂ）純水、（ｃ）アルカ
リ水、（ｄ）界面活性剤含有水、（ｅ）酸性水のうちの少なくとも１つ、好ましくは少量
の（ｃ）アルカリ水で洗浄を行い、その洗浄排液について、洗浄排液配管５２に設置され
た油分付着度合い測定装置１２により、洗浄排液の油分が測定され、洗浄対象物に付着し
た油分がチェックされてもよい（油分チェック工程）。チェックされた洗浄対象物の油分
の付着度合いに応じて、再度、洗浄工程が行われてもよい。例えば、油分の付着量が比較
的多い場合（例えば、洗浄排液の導電率が１０μＳ／ｃｍ以上の場合）には、再度、洗浄
工程が行われてもよい。油分の付着量が比較的少ない場合（例えば、洗浄排液の導電率が
１０μＳ／ｃｍ未満の場合）には、乾燥工程に進めばよい。
【００４４】
　（ａ）硬度成分含有水は、カルシウム塩とマグネシウム塩の含有量が１０～３００ｍｇ
／Ｌの水であり、例えば、水道水である。また、硬度成分含有水として、逆浸透膜処理で
得られる濃縮水を水道水に混合した硬度調整水を用いてもよい。
【００４５】
　（ｂ）純水は、導電率が２μＳ／ｃｍ以下の水である。純水として、逆浸透膜による処
理で得られた透過水を用いてもよい。
【００４６】
　（ｃ）アルカリ水は、ｐＨ８．０以上、好ましくはｐＨ１０．０～１２．５の水である
。アルカリ水としては、水酸化ナトリウム水溶液、水酸化カリウム水溶液等が挙げられ、
経済性等の点から、水酸化ナトリウム水溶液が好ましい。アルカリ水は、炭酸水素ナトリ
ウム（ＮａＨＣＯ３）溶液を電気分解して得られる水酸化ナトリウム水溶液等のアルカリ
電解水であってもよく、洗浄効果が高く、特に油分の洗浄効果が高い等の点からアルカリ
電解水が好ましい。アルカリ水としては、例えば、０．２重量％水酸化ナトリウム水溶液
、０．２重量％よりも濃度の高い水酸化ナトリウム水溶液を純水で希釈して０．２重量％
とした水酸化ナトリウム水溶液、０．４２重量％炭酸水素ナトリウム（ＮａＨＣＯ３）水
溶液を電気分解して得られるアルカリ電解水である０．２重量％水酸化ナトリウム水溶液
を用いることができる。アルカリ水は、界面活性剤を含まないことが好ましい。
【００４７】
　（ｄ）界面活性剤含有水は、界面活性剤を含有する水であり、例えば、界面活性剤を１
０００～５００００ｍｇ／Ｌ含有する水である。界面活性剤としては、例えば、スルフォ
ン酸塩あるいは硫酸エステル塩等のアニオン系のもの、アミン塩型あるいは第４級アンモ
ニウム塩型のカチオン系のもの、カルボン酸塩型でさらにアミノ酸型とベタイン型の両性
のもの、エステル型ないしエーテル型のノニオン系のもの等が挙げられ、油分に対する洗
浄効果等の点から、アニオン系やノニオン系のものが好ましい。
【００４８】
　（ｅ）酸性水は、ｐＨ５．０以下、好ましくはｐＨ２．０～４．０の水である。酸性水
としては、塩酸水溶液、硫酸水溶液等が挙げられ、経済性等の点から、塩酸水溶液が好ま
しい。酸性水としては、例えば、０．１重量％塩酸水溶液を用いることができる。酸性水
は、洗浄対象物に鉄（Ｆｅ）、マンガン（Ｍｎ）等の重金属等の金属の付着がある場合に
洗浄工程において用いることができる。酸性水は、界面活性剤を含まないことが好ましい
。
【００４９】
　（ａ）硬度成分含有水、（ｂ）純水、（ｃ）アルカリ水、（ｄ）界面活性剤含有水、（
ｅ）酸性水の温度は、通常、１５～３０℃であり、洗浄効果を高める等の点から、４０～
９０℃に加温した加温水を用いてもよい。
【００５０】
　洗浄工程における液体の流量は、特に制限はないが、例えば、洗浄装置の容積１Ｌ当た
り０．０５～０．５Ｌ／ｍｉｎとすればよく、洗浄装置の容積が５０Ｌであれば、２．５
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～２５Ｌ／ｍｉｎとなる。例えば、洗浄排液中の油分を上記油分付着度合い測定手段によ
り測定して、その測定値に基づいて、制御部７０により、バルブ１８，２０，２２，２４
，２６の開閉、開度等が制御され、洗浄工程における液体の流量が調整されてもよい。
【００５１】
　洗浄工程における洗浄時間は、特に制限はないが、例えば、５～２０ｍｉｎとすればよ
い。例えば、洗浄排液中の油分を上記油分付着度合い測定手段により測定して、その測定
値に基づいて、制御部７０により、バルブ１８，２０，２２，２４，２６の開閉時間等が
制御されてもよい。
【００５２】
　油分は、水に対して不溶または溶解性の低い液体または固体で、一般的に脂肪酸とグリ
セリンの化合物であり、例えば、オレイン酸やリノール酸を主成分とする植物油、芳香族
系炭化水素を主成分とする鉱油等が挙げられる。
【００５３】
　洗浄ノズルは、洗浄槽１０の内部に少なくとも１つ設ければよく、複数設けられること
が好ましい。洗浄ノズル５８は、洗浄槽１０の下部に設けられ、洗浄対象物６８に例えば
横方向から洗浄用の液体を吹き付けるためのノズルであり、その形態、数には特に制限は
ない。洗浄ノズル５８を設ける場合は、少なくとも１つ設けられていればよく、洗浄ノズ
ル５８の形態、数は洗浄目的等に応じて適宜決定すればよい。
【００５４】
　洗浄ノズル６０は、洗浄槽１０の上部に設けられており、洗浄槽１０の上部から下方に
向けて洗浄対象物６８に洗浄用の液体を吹き付けるためのノズルであり、その形態、数に
は特に制限はない。洗浄ノズル６０を設ける場合は、少なくとも１つ設けられていればよ
く、洗浄ノズル６０の形態、数は洗浄目的等に応じて適宜決定すればよい。
【００５５】
　洗浄方法としては、洗浄ノズルを用いる方法の他に、洗浄対象物を洗浄用の液体に浸漬
した状態での超音波洗浄であってもよい。
【００５６】
　乾燥用の気体は、例えば、乾燥空気等の乾燥気体であり、例えば、空気を加温または除
湿することで得られる。乾燥気体は、相対湿度が２０％以下であることが好ましい。乾燥
用の気体の温度は、通常、４０～９０℃であるが、滅菌効果と熱耐性の低い乾燥対象物へ
のダメージ等を考慮すると、６０～８０℃が好ましい。また、乾燥用の気体として空気を
加温したものを用いる場合、洗浄装置内の空気の一部を内部循環することで加温に必要な
電気等のエネルギーを削減することができる。
【００５７】
　フィルタ１４は、気体中のゴミ、塵埃等を除去することができるものであればよく、特
に制限はないが、例えば、０．３μｍ微粒子９９．９９％除去性能のＨＥＰＡフィルタ等
が挙げられる。
【００５８】
　図２に、洗浄装置の他の例として、純水製造用の逆浸透膜装置を備える洗浄装置を示す
。図２の洗浄装置３は、純水製造用の逆浸透膜処理手段として逆浸透膜装置７２を備える
。
【００５９】
　図２の洗浄装置３において、逆浸透膜装置７２の入口には、供給水を供給するための供
給水配管７４が接続され、逆浸透膜装置７２の透過水出口には、透過水配管７６が接続さ
れ、濃縮水出口には、濃縮水配管７８が接続されている。透過水配管７６は、（ｂ）純水
を供給するための配管３８に接続されている。また、濃縮水配管７８は、（ａ）硬度成分
含有水を供給するための配管３６の途中に接続されてもよい。
【００６０】
　図２の洗浄装置３において、供給水は、供給水配管７４を通して逆浸透膜装置７２に供
給され、逆浸透膜装置７２において逆浸透膜処理が行われ、透過水と濃縮水が得られる（
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逆浸透膜処理工程）。透過水は、透過水配管７６、配管３８を通して、（ｂ）純水として
洗浄槽１０における洗浄用の液体として使用される。濃縮水は、濃縮水配管７８を通して
、配管３６において水道水等の硬度成分含有水と混合されて、洗浄槽１０における洗浄用
の液体として使用されてもよい。すなわち、洗浄用の液体として上記（２）または（３）
の組み合わせを用いる場合、硬度成分含有水として、逆浸透膜装置の濃縮水を含む水を用
いることが好ましい。これにより、界面活性剤を洗い流すための濯ぎ時間を短縮できると
いう利点がある。
【００６１】
　逆浸透膜装置７２としては、逆浸透膜を用いて純水を得ることができるものであればよ
く、特に制限はない。
【実施例】
【００６２】
　以下、実施例および比較例を挙げ、本発明をより具体的に詳細に説明するが、本発明は
、以下の実施例に限定されるものではない。
【００６３】
＜実施例１～３および比較例１＞
　図１または図２に示す洗浄装置を用いて、洗浄対象物として油分付着量の異なるガラス
ビーカーの洗浄を行った。用いた各洗浄用液体の詳細を表１に示す。油分付着度合い測定
手段として、洗浄排液に１８５ｎｍの紫外線を含むＵＶ照射によって油分の光酸化を行っ
た後に導電率を測定する導電率測定装置（オルガノ株式会社製、ＲＧ１２）を用いた。表
２に示すように、少量のアルカリ水（１００ｍＬ／ｍｉｎ×１ｍｉｎ）で洗浄した後、洗
浄排液について導電率の測定を行った後、導電率の測定値に応じて運転工程を変更して洗
浄を行った（実施例１～３）。比較例１では、図３に示すようなアルカリ水を用いない従
来の洗浄装置５を用いて洗浄を行った。比較例１に対する実施例１～３の水の使用量の比
を表２に示す。
【００６４】
【表１】

【００６５】
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【表２】

【００６６】
　このように、実施例の洗浄装置および洗浄方法により、器具や食器等の洗浄対象物の洗
浄において、水の使用量を低減することができた。
【符号の説明】
【００６７】
　１，３，５　洗浄装置、１０　洗浄槽、１２　油分付着度合い測定装置、１４　フィル
タ、１６　ポンプ、１８，２０，２２，２４，２６，２８，３０，３２，３４　バルブ、
３６，３８，４０，４２，４４，６２，６４　配管、４６，５０　液体供給配管、４８　
循環配管、５２　洗浄排液配管、５４　気体供給配管、５６　排気配管、５８，６０　洗
浄ノズル、６６　架台、６８　洗浄対象物、７０　制御部、７２　逆浸透膜装置、７４　
供給水配管、７６　透過水配管、７８　濃縮水配管。
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